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（別紙）
プライム市場上場維持基準の適合に向けて
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1.当社の上場維持基準の
適合状況の推移及び計画期間
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1．当社の上場維持基準の適合状況の推移及び計画期間

引き続き流通株式時価総額が未達の状況

上場維持基準への適合状況

4

株主数
（⼈）

流通株式数
（単位）

流通株式時価総額
（億円）

流通株式⽐率
（％）

エイチームの状況
（2023/7/31時点） 7,933 114,691 80 57.9

参考: 2022/7/31時点 7,684 105,598 76 53.3

上場維持基準 800 20,000 100 35

適合状況 〇 〇 ✕ 〇
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1．当社の上場維持基準の適合状況の推移及び計画期間

基本⽅針

5

流通時価総額向上にむけ、株価向上（＝時価総額の向上）を⽬指す。

株価向上（＝時価総額向上）に向けては、次のページ以降の取組を実施していく。

流通時価総額

時価総額

流通株式比率

株価

発行済株式数

流通株式数

上場株式数

1,340円

265億円

19,789,200株

58%以上

11,469,139株

19,789,200株

154億円
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1．当社の上場維持基準の適合状況の推移及び計画期間

2025年7⽉期までに、流通時価総額100億円突破を⽬指す

6

2023年7⽉期 2024年7⽉期 2025年7⽉期

81億円

154億円

88億円

流通時価総額

株価
759円

699円

1,340円

5億円 6億円

26億円

営業利益

※ 2024年7⽉期および2025年7⽉期の営業利益、流通株式時価総額および株価は、本資料発表⽇における当社の⽬標値であり、実際の数値を保証するものではありません。
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2. 業績向上を前提とした株価向上へ向けた取組



© 2023 Ateam Inc. 8

2．業績向上を前提とした株価向上へ向けた取組

業績向上に向けて、以下2点に注⼒

① 刷新した成⻑戦略の遂⾏

② 投資事業の成⻑
及び

収益性が悪化した事業の回復

● 当社グループの強みであるデジタルマーケティング⼒を中⼼に、
周辺市場‧周辺機能を拡充していくことで、
より多くの取引先に対してサービスを提供していく。

● 投資事業の多くが投資回収期に⼊る⾒込み。
投資回収が遅れた場合でも、投資額の上限設定を⾏うことで、
さらなる⽀出増を抑制する。

● コロナ影響で悪化していた事業の回復（主にブライダル事業）
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2．業績向上を前提とした株価向上へ向けた取組

各取組による利益増加の内訳
（単位：億円）

※ 上記に記載の各取組による利益増加の内訳は、本資料発表⽇における当社の⽬標値であり、実際の数値を保証するものではありません。
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① 刷新した成⻑戦略の遂⾏
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①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - 当社グループの強み -

情報収集 
／意思決定 

ユーザー

自社の比較・検索 
メディア運用 

エイチームG 

見込顧客獲得 
成約 

クライアントWeb広告運用

コンテンツ運用 
（SEO）

広告運用・コンテンツ運用・自社メディア運用を 
自社で統合して実施し、他社にはないデジタルマーケティング力を実現

当社グループの最⼤セグメントであるライフスタイルサポートセグメントにおいて、

⾼い収益性を実現できている要因はデジタルマーケティング⼒にある。

当社グループの強み：デジタルマーケティング⼒
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ユーザーとクライアントを結びつけることで報酬をいただくビジネスモデル

①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - ライフスタイルサポート事業の主なビジネスモデル -

⾒込顧客獲得
成約

クライアント

情報収集
∕意思決定

ユーザー エイチームG

⾃社の⽐較‧検索
メディア運⽤

情報‧選
択肢提供

集客‧販
促⽀援

顧客獲得‧
成約報酬

クライア
ントサー
ビス利⽤

ライフスタイルサポート事業の主なビジネスモデルは、ユーザーの課題‧悩みを元に適切な情報や選択肢を提⽰すること

で、クライアント企業の選択‧意思決定を⽀援。その結果として、クライアントから報酬を頂いている。
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13

①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - ライフスタイルサポート事業の収益構造 -

提携社数が積み上がっていくことで収益が伸びる構造

売上 提携社数 単価

集客⼒ 成約⼒ 営業⼒

収益向上を実現するケイパビリティ 成⻑のためのアセット

ブランド⼒ データ⼒
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①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - ライフスタイルサポート事業のケイパビリティとアセット -

提携社数の積み上げに寄与する3つのケイパビリティと2つのアセット

特に当社が強みとする領
域。⾃社メディアとWEB
広告を⼀体となって運⽤
‧改善することで⾼いパ
フォーマンスを実現

データを活⽤し、クライ
アントの収益拡⼤に繋が
る営業提案を⾏うこと
で、単価向上や継続的な
取引を実現

⾃社メディア内の各種コ
ンテンツだけでなく、⼈
（ウェディングデスクや
LINE相談等）も介してサ
ポートを⾏う

お客様に競合当社のサー
ビスと当社のサービスの
違いを認識して頂ける
サービス名や体験への投
資蓄積

多数のサービスを運営する
ことによって、多くのユー
ザー情報やクライアント情
報を保持

集客⼒ 成約⼒ 営業⼒

収益向上を実現するケイパビリティ 成⻑のためのアセット

ブランド⼒ データ⼒

売上  提携社数  単価 

⾒込顧客を集める能⼒ ユーザの意思決定を
サポートする能⼒

提携企業と強固な繋が
りを持つ能⼒

サービス名で他社サー
ビスとの違いを認識

毎年百万を越えるユー
ザー、千を超えるクライア
ントのデータ蓄積
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①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - ライフスタイルサポート事業の成⻑ -

2007年7⽉期は20社だった提携社数が、2023年7⽉期には1,400社以上まで成⻑
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①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - ライフスタイルサポート事業のケイパビリティと構成要素 -

ケイパビリティ各構成要素に対する継続投資で、さらなる収益拡⼤を⽬指す



© 2023 Ateam Inc. 17

①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - ケイパビリティ構成要素への投資と実績 -

ケイパビリティ各構成要素へ継続的に投資し、独⾃の強みを築き上げてきた

記事・ページ数 

約10万件 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①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - ライフスタイルサポート事業の収益向上ロジック -

今後は、新規メディアやデジタルマーケティング⽀援機能の追加も⾏い、
提携社数の拡⼤に取り組む
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インオーガニック投資で獲得するメディア‧機能により、ビジネスモデルが変化

①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - 将来的なビジネスモデル -

⾒込顧客獲得
成約

クライアント

情報収集
∕意思決定

ユーザー

エイチームG

中⻑期的には、新規メディアの追加や⾃社メディア以外でのデジタルマーケティング⽀援を担っていくことで、

ユーザーとクライアントの双⽅に、より⼤きなインパクトを及ぼす事業へと成⻑させていく。

既存メディア

新規メディア

⾃社メディア運⽤

⾃社メディア以外
のマーケ⽀援

プラットフォーム

⽀援機能
インオーガニック投資
により獲得
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①刷新した成⻑戦略の遂⾏ - デジタルマーケティング⼒の他セグメントへの横展開 -

強化したデジタルマーケティング⼒を他セグメントにも展開することで、
グループ全体の成⻑に繋げる
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② 投資事業の成⻑及び
収益性が悪化した事業の回復
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② 投資事業の成⻑及び収益性が悪化した事業の回復

各種取組により、2025年7⽉期に合計15億円の利益増加を⽬指す

※ 利益増加額は、本資料発表⽇における当社の⽬標値であり、実際の数値を保証するものではありません。
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2．業績向上を前提とした株価向上へ向けた取組 まとめ

結果、2025年7⽉期において26億円〜31億円の営業利益を⾒込む

※ 上記に記載の各取組による利益増加の内訳は、本資料発表⽇における当社の⽬標値であり、実際の数値を保証するものではありません。

（単位：億円）
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Appendix:
成⻑戦略を実⾏できると考える理由
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成⻑戦略を実⾏できると考える理由①

インオーガニック成⻑を加速する「組織」と「データ基盤」の準備が整ったため
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成⻑戦略を実⾏できると考える理由②

インオーガニック成⻑を実現できた実績があるため
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本発表において提供される資料並びに情報は、いわゆる「⾒通し情報（forward-looking statements）」を含みます。これらは、現在に
おける⾒込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでい
ます。それらリスクや不確実性には、⼀般的な業界並びに市場の状況、⾦利、通貨為替変動といった⼀般的な国内及び国際的な経済状
況が含まれます。今後、新しい情報‧将来の出来事等があった場合であっても、当社は本発表に含まれる「⾒通し情報」の更新‧修正を
⾏う義務を負うものではありません。


